
謝
辞
に
か
え
て
　
　
　
大
平
　
裕

父
・
大
平
正
芳
の
十
五
回
忌
に
当
た
り
、
大
平
正
芳
記
念
財
団
か
ら
『
大
平
正
芳
　
政
治
的
遺

産
』
が
刊
行
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
私
ど
も
遺
族
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

振
り
か
え
っ
て
み
れ
ば
、『
大
平
正
芳
回
想
録
』（
全
三
巻
）
が
大
平
正
芳
回
想
録
刊
行
会
か
ら

上
梓
さ
れ
、
父
の
生
前
の
す
べ
て
の
面
に
光
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
の
は
、
父
の
没
後
二
年
目
の
こ

と
で
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
回
想
録
の
う
ち
、
公
文
俊
平
、
香
山
健
一
、
佐
藤
誠
三
郎
の
諸
先
生

の
ご
監
修
に
よ
る
第
一
巻
「
伝
記
編
」
は
、
講
談
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
英
語
版
と
し
て
、

つ
い
で
、
中
国
青
年
出
版
社
か
ら
中
日
友
好
協
会
・
中
日
関
係
史
研
究
会
の
編
訳
に
よ
る
中
国
語

版
と
し
て
出
版
さ
れ
、
海
外
に
父
の
事
績
の
詳
細
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

出
版
事
業
に
対
し
て
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
賜
っ
た
各
界
各
分
野
の
皆
様
に
、
改
め
て
心

か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大平正芳―政治的遺産



こ
の
た
び
の
『
大
平
正
芳
　
政
治
的
遺
産
』
は
、
こ
う
し
た
積
み
重
ね
を
踏
ま
え
、
本
格
的
な

研
究
書
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。『
回
想
録
』
の
第
一
巻
「
伝
記
編
」
の
場
合
と
同

じ
く
、
公
文
、
香
山
、
佐
藤
の
三
先
生
の
ご
監
修
の
も
と
に
、
学
界
、
政
界
、
財
界
、
官
界
、
言

論
界
等
で
指
導
的
地
位
に
あ
る
多
数
の
方
々
、
さ
ら
に
は
海
外
の
方
々
か
ら
も
ご
寄
稿
を
賜
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
死
後
十
数
年
を
経
て
な
お
、
こ
の
よ
う
に
関
心
の
対
象
と
し
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
一
政
治
家
と
し
て
き
わ
め
て
異
例
で
あ
り
、
私
ど
も
に
と
っ
て
も
名
誉
な
こ
と
と
存
じ
ま

す
。こ

こ
に
掲
載
さ
れ
た
す
ぐ
れ
た
論
文
や
エ
ッ
セ
イ
は
、
も
は
や
大
平
正
芳
個
人
の
事
績
の
評
価

と
い
う
域
を
は
る
か
に
越
え
た
、
日
本
の
政
治
と
政
治
家
の
あ
り
方
に
関
す
る
普
遍
的
な
研
究
と

し
て
、
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
な
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

ご
監
修
に
当
た
ら
れ
た
諸
先
生
、
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
皆
様
、
刊
行
に
ご
協
力
を
賜
っ
た
関
係

者
の
皆
様
に
対
し
て
、
紙
上
か
ら
深
い
敬
意
と
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
六
年
六
月

大平正芳―政治的遺産
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